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効率的なメタン加熱による
CO2フリー ターコイズ水素の製造技術
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カーボンニュートラルに向けたエネルギー戦略
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H2

グリーン水素
+ －

電力

H2O → H2 + 0.5O2 

水の電気分解・人工光合成
から生成される水素

①グリーン水素 

• CO2を排出せずに水素を生成

• 大量製造が困難
 ⇒ 大規模な施設が必要

• 全世界における水素生産量の
10%以下

天然ガス（主成分はCH4）等の化石燃料から製造再生可能エネルギー由来

H2

二酸化炭素回収装置

ブルー水素製造装置H2O

天然ガス

天然ガスの水蒸気改質等により

CO2を回収して生成される水素

CH4 + 2H2O → CO2 + 4H2

③ブルー水素 

H2

グレー水素製造装置H2O

天然ガス

天然ガスの水蒸気改質等により

CO2を排出して生成される水素

CH4 + 2H2O → CO2 + 4H2

②グレー水素 

CO2排
出

• 大量生産可能

• 排出されるCO2の回収に
余剰コストがかかる

• 大量生産可能

• CO2を排出する

ビヨンド・ゼロ： 2050年カーボンニュートラルの実現

水素を核とするGX戦略 ターコイズ水素 が注目
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• 大量生産可能

• 排出されるCO2の回収に
コストが必要

H2

二酸化炭素回収装置

ブルー水素製造装置H2O

天然ガス

天然ガスの水蒸気改質等により

CO2を回収して生成される水素

CH4 + 2H2O → CO2 + 4H2 

③ブルー水素 

CO2排
出

• 大量生産可能

• CO2を排出する

H2

グレー水素製造装置H2O

天然ガス

天然ガスの水蒸気改質等により

CO2を排出して生成される水素

CH4 + 2H2O → CO2 + 4H2

②グレー水素 

炭化水素の熱分解から生成される水素

➃ターコイズ水素 

CH4 → C(solid) + 2H2

ターコイズ水素

天然ガス

製造装置

H2 

C
C

炭素(固体)

• 大量生産可能

• CO2を排出しない

• Cを排出する

天然ガス（主成分はCH4）等の化石燃料から製造

ビヨンド・ゼロ： 2050年カーボンニュートラルの実現

水素を核とするGX戦略 ターコイズ水素 が注目

カーボンニュートラルに向けたエネルギー戦略



将来への発展性:ターコイズ水素の社会実装イメージ
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既存インフラ（天然ガス輸送、都市ガス・プロパンガス供給）
を利用可能

都市ガス導管網

熱処理工場 H
2

主成分CH4

熱処理炉等による
水素の熱利用

H2

水素ステーション

電力

H2

 ターコイズ水素発電 各家庭へ

再生可能エネルギー由来発電

既存のインフラを利用

CH
4

炭素の材料利用

天然ガス火力発電

CO2排出

GXにおける大規模な新規インフラ整備が不要



グリーン水素とターコイズ水素の分散型システム

5

第29回地球環境大賞
「文部科学大臣賞」を受賞

水素貯蔵タンク
容積2.5m3，
圧力0.98MPa

燃料電池
出力DC4.4kW, 
AC3.65kW, 

水素消費量4Nm3/h，

太陽光発電 
出力10.08kW

水素製造装置
発生量1Nm3/h，圧力0.82MPaG, 

電力 <7kW/m3

EV (Leaf & i-Miev)

蓄電システム
Li+電池，容量15kWh，288〜336V，
34.7A，出力 3相3線202V＆単相2

線101V×2系統

電力 電力 電力H2 H2

水素エネルギーシステム電力系統 発電用途

伝統的な強み研究である“太陽光発電” でCO2フリー水素を
「つくる」「ためる」「はこぶ」「つかう」

平成30年～

供給が不安定な太陽光由来電力を水素化

エネルギー供給の安定

・ 夜間に水素製造・貯蔵ができない

・ 悪天候による出力低下 大

貯蔵水素で電力供給をカバーできない

再生可能エネルギーマネジメントシステム

Power to Gas

自家消費

グリーン水素

CH4

・既存インフラを利用して水素を安定供給

ターコイズ水素： メタン等の炭化水素の熱分解により生成するCO2フリー水素

メタン ： CH4 →  C + 2H2 37.4 kJ/mol-H2

プロパン ： C3H8 → 3C + 4H2 26.5 kJ/mol-H2

ターコイズ水素製造システム

・即応性あり  貯蔵切れリスクを低減

利 点

ターコイズ水素

水素製造インフラの多重化
エネルギー供給における

セキュリティーとレジリエンスの強化

H2 H2



ターコイズ水素製造装置の開発状況
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2019 20212016 2030

愛知県 知の拠点あいち 重点研究ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ 
「メタン直接分解水素製造システムの開発」

2016～2018年度

NEDO 水素利用等先導研究開発事業
「メタン直接分解による水素製造に関する技術

調査」 2019～2020年度

ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝによるﾀｰｺｲｽﾞ水素製造ｼｽﾃﾑの
社会実装性評価

実用化に向けたﾀｰｺｲｽﾞ水素製
造装置の開発

1

水
素
製
造
流
量

 [
N

m
3
/h

]

1000

100 mL/min以下

小型反応炉

最大5 Nm3/h 外挿予測

中型反応炉（約40L）
• スケール効果
• 実用化技術開発

既往研究

基礎研究

工業用水素製造設備

大型反応炉

ヒ
ー
タ
ー

速度 温度

メタン分解装置

H2
（水素）

C
（炭素）

O2
（酸素：空気）

副次生成物の再利用

20ft コンテナサイズ小型水
素製造機の開発

< 1.7 mol

相手先廃熱の再利用も可能



既往研究： 電気加熱型ターコイズ水素製造装置
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実用化に向けた40Lサイズ反応炉の製作・性能評価

CH4流量： 0.2 ～ 5 Nm3/h
（3.3 ～ 83.3 L/min）

反応温度： 700 ～ 1000℃

N2

CH4

H2

反応炉
T2

T3

T4

P T1

T5

CH4/H2/C CH4/H2

流量
ｺﾝﾄﾛｰﾗｰ

圧力計 熱電対

炭素排出バルブ

熱電対

熱電対

熱電対

ヒ
ー
タ
ー

ｻｲﾘｽﾀｰ

触
媒
ユ
ニ
ッ
ト

炭素
ﾌｨﾙﾀ-

水素濃度計
熱電対

※反応炉に断熱材を巻き付けて実験実施

Ni系触媒ユニット

2
4

0
 m

m
 

7
0

0
 m

m
 

球状炭素（オニオン型） カーボンナノファイバー

Ni

Ni
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生成水素に基づくエネルギー効率
（水素生成エネルギー効率）

𝜂H2 =
ሶ𝑚p−H2∆𝑞H2

𝑃in + ሶ𝑚r−CH4∆𝑞CH4
𝜂CH4 =

ሶ𝑚p−H2∆𝑞H2 + ሶ𝑚p−C∆𝑞C

𝑃in + ሶ𝑚r−CH4∆𝑞CH4

メタン分解に基づくエネルギー効率
（炭素の価値を考慮）

Pin : 加熱量（電気ヒーターの消費電力） [W]

ሶ𝒎𝒓−𝐂𝐇𝟒：メタンの質量流量[kg/h]

ΔqCH4：流入メタンの高位発熱量 (HHV) [J/kg]

高温化に伴う電力増加
が顕著

ሶ𝒎𝒑−𝐇𝟐：生成水素の質量流量[kg/h]

ሶ𝑚p−C：生成炭素の生成質量速度[kg/h]

ΔqH2：生成水素の高位発熱量(HHV) [J/kg]

電力 電力

電気加熱での高温化は不適切高温化  電力増加  エネルギー効率低下

既往研究： 電気加熱型ターコイズ水素製造装置
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本技術に関する知的財産権

１．水素の製造装置および水素の製造方法
出願番号/出願日：特願2022-158516 / 2022年9月30日
発明者 ：朝原誠，宮坂武志，安里勝雄

２．水素の製造装置および水素の製造方法
出願番号/出願日：特願2023-136570 / 2023年8月24日
発明者 ：朝原誠，宮坂武志，安里勝雄，富樫憲一

３．水素の製造装置
出願番号/出願日：特願2023-186131 / 2023年10月26日
発明者 ：梅田良人，山下博史，朝原誠

出願人 ：東海国立大学機構

その他の関連知的財産権
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都市ガス導管網

熱処理工場 H
2

主成分CH4

熱処理炉等による
水素の熱利用

H2

水素ステーション

電力

H2

 ターコイズ水素発電 各家庭へ

再生可能エネルギー由来発電

既存のインフラを利用

CH
4

炭素の材料利用

天然ガス火力発電

CO2排出

エネルギー供給源を分散化
レジリエンスの強化

鉄鉱石 コークス

高炉 転炉 連続鋳造

CO2

Fe2O3+3CO

→2Fe+3CO2

製鉄プラント

将来への発展性:ターコイズ水素の社会実装イメージ

製鉄工程からの“高温排ガス”との熱交換によりメタンを加熱

安定的に大量のターコイズ水素 と 高純度炭素 を製造



①製鉄工程におけるCO2排出量の削減

還元 溶融

鉄鉱石 コークス

高炉 転炉

精錬

連続鋳造

成形現行製鉄プロセス

高炉 転炉シャフト炉

還元 溶融 精錬

CO2

COURSE50

CO2を排出しない

製鉄プロセスに
おける50%以上
のCO2を排出

Fe2O3+3CO

→2Fe+3CO2

水素還元製鉄プロセス 鉄鉱石 水素

Fe2O3+3H2

→2Fe+3H2O

連続鋳造

成形

H2O

700万 t/年（750億Nm3/年）もの大量の水素が必要
現在の国内銑鉄生産
量7,500万t/年の生
産に必要な水素量

コークス還元と等価に
なる水素価格： 8円/Nm3
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本研究の将来目標

①製鉄工程からの排熱を利用した水素製造

製鉄工程からの高温排ガスとの熱交換によりメタンを加熱

安定的に大量のターコイズ水素 と 高純度炭素 を製造

Fe2O3+3H2

→2Fe+3H2O

鉄鉱石 水素/メタン

シャフト炉

水素還元プロセス
or

直接還元プロセス

CH4 （天然ガス）

集炭フィルター

螺旋状
炭素排出装置

伝熱促進フィン

既往研究で製作した
高温熱交換器(Si3N4)

高温
排ガス

(1000-1700℃)

転炉

(1-α)CH4 + 2αH2

αC

発電

1時間置きに30分間
ほど排出される。
(1日12時間排出)

水素を分離し、
100%水素とすると
CO2を排出しない。
水素/メタン混合ガ
スのままでも可。

１．水素の製造装置および水素の製造方法
出願番号/出願日：特願2022-158516 / 2022年9月30日
発明者：朝原誠，宮坂武志，安里勝雄



本研究の将来目標

①製鉄工程からの排熱を利用した水素製造
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触媒反応
(Ni触媒)

高温
排出ガス

(600-1700℃)

鉄鉱石

（1-α)CH4 + 2αH2

 または  2αH2

CH4

α

C

製鉄工程からの高温排ガスとの熱交換によりメタンを加熱

安定的に大量のターコイズ水素 と 高純度炭素 を製造

１．製鉄工程での排熱を利用したメタン熱分解水素製造システムを提案

２．物理空間と現実空間のデータ同化強連成DXによる製鉄プラントのデジタル運用ツールを開発

予熱された状態でガス供給

メタン転化率α=1で100%H2、
メタン転化率α=0で100%CH4、
Cを還元剤に使うことも可能

高温ガス温度、流入メタン流量に対する
水素生成量の関係を明確化

→ リアルタイムで内部状況を把握

排出ガス温度によって
メタン転化率が変化

水素還元プロセス
or

直接還元プロセス



メタン流量
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①製鉄工程からの排熱を利用した水素製造

製鉄工程からの高温排ガスとの熱交換によりメタンを加熱

安定的に大量のターコイズ水素 と 高純度炭素 を製造

生成水素流量 [NL/min]

出
口

水
素

モ
ル

分
率

[-
] パレート解

design1001

design1000

多目的最適化による実機性能予測

メタン流量 大
⇓

熱交換されやすい
⇓

滞留時間 短

トレードオフメタン流量が高感度

結果データと相関係数 目的関数のパレート解パレート解における設計変数と
目的関数の散布図と相関係数

目的関数のパレート解と
劣解の散布図

生成水素流量 大
⇑

⇓
出口水素濃度（モル分率） 大

正

負



SEM画像

滞留時間：100 s

倍率 ：25 k

1200℃ 1400℃ 1500℃

ラマン分析

レーザー光：Ar

露光時間 ：180 s
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ID

IG

カーボンブラック
（210円/kg）に

似たスペクトル特性

メタン原価16円/Nm3

メタン1 Nm3（16円）から炭素
0.5kg（105円）が生成

①製鉄工程からの排熱を利用した水素製造

製鉄工程からの高温排ガスとの熱交換によりメタンを加熱

安定的に大量のターコイズ水素 と 高純度炭素 を製造

ラボスケール熱交換型ターコイズ水素製造装置

CH4

Gas

①②
2.5 m

高純度炭素

（触媒金属などの不純
物は混在していない）



都市ガス導管網

熱処理工場 H
2

主成分CH4

熱処理炉等による
水素の熱利用

H2

水素ステーション

電力

H2

 ターコイズ水素発電 各家庭へ

再生可能エネルギー由来発電

既存のインフラを利用

CH
4

炭素の材料利用

天然ガス火力発電

CO2排出

エネルギー供給源を分散化
レジリエンスの強化

将来への発展性:ターコイズ水素の社会実装イメージ

製鉄工程からの “高温排ガス”との熱交換のみではなく

“様々な高温排熱”との熱交換に応用可能

鉄鉱石 コークス

高炉 転炉 連続鋳造

CO2

Fe2O3+3CO

→2Fe+3CO2

製鉄プラント



②自立燃焼加熱型ターコイズ水素製造装置
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2𝛼H2 + 1 − 𝛼 CH4 + αC

水素分離装置

再利用

生成物

(𝟐𝜶 −𝜷)𝐇𝟐

𝛼C

システム成立条件

𝟐𝜶 − 𝜷 > 𝟎
𝛼 ∶ メタン転化率

𝛽 : 水素燃焼利用量
1 − 𝛼 CH4CH4

𝛼CH4

𝛽H2

𝛽

2
O2/Air

一部燃焼利用

2𝛼H2 + 1 − 𝛼 CH4

𝜶C

2𝛼H2

炭素分離装置

CH4 → 2𝛼H2 + 1 − 𝛼 CH4 + αC  : -74.8×𝛼[kJ/molCH4]

𝛽H2 +
𝛽

2
O2 → 𝛽H2O    : 241.8×𝛽 [kJ/molH2]

燃焼熱が全てメタン熱分解に使われるとすると、
𝜷 ≥ 𝟎. 𝟑𝜶 で成立。
理想条件では、1molのCH4から 1.7molのH2を生成。 

生成水素の一部を燃焼

 完全熱自立での完全CO2フリー作動

自立燃焼加熱型ターコイズ水素製造装置
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自立燃焼加熱型ターコイズ水素製造装置

・排ガス再循環（EGR）   排熱回収
 過剰な高温化を抑制
 NOx排出量削減

パレート解例

出
口
水
素
収
率

 [
 -

 ]

燃
焼
利
用
水
素
流
量

[Ｌ
/m

in
]

メタン流量[Ｌ/min]

生成水素流量マップ

Air

Air
H2

予熱領域長

バーナー全長

外
管

直
径

（
2

イ
ン

チ
）

熱
分

解
炉

直
径

CH4

内
管

直
径

温度

熱分解炉

Air/排ガス

H2

排ガス

H2＋O2 → H2O

CH4 → 2H2 ＋ C

排ガス再循環
（EGR）

デトネーション型の水素燃焼加熱

②自立燃焼加熱型ターコイズ水素製造装置

CH4
CH4 + H2

CH4

H2 + O2/Air H2 O

回転デトネーション領域

デフラグレーション領域

メタン予熱領域

x

メタン熱分解領域

2000℃
1500℃
900℃ デトネーション/デフラグレーション領域温度

メタン熱分解/予熱領域温度

温
度

CH4濃度

H2濃度

100%
濃
度

x

CH4 + H2

ヒ
ー
タ
ー

速度 温度

２．水素の製造装置および水素の製造方法
出願番号/出願日：特願2023-136570 / 2023年8月24日
発明者：朝原誠，宮坂武志，安里勝雄，富樫憲一

生成水素の一部を燃焼

 完全熱自立での完全CO2フリー作動
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高価格で販売できる高付加価値炭素を生成

  炭素の販売益により水素製造コストをオフセット

自立燃焼加熱型ターコイズ水素製造装置

②自立燃焼加熱型ターコイズ水素製造装置
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20ftコンテナサイズでパッケージ化

  トラック輸送 + ターンキーシステム

自立燃焼加熱型ターコイズ水素製造装置

メタン分解装置

H2

（水素）

C
（炭素）

O2

（酸素：空気）

副次生成物の再利用

20ft コンテナサイズ小型水素製造機の開発

< 1.7 mol

相手先廃熱の再利用も可能

H2 generator

H
2

熱処理炉等による
水素の熱利用

②自立燃焼加熱型ターコイズ水素製造装置
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20ftコンテナサイズでパッケージ化

  トラック輸送 + ターンキーシステム

自立燃焼加熱型ターコイズ水素製造装置

メタン分解装置

H2

（水素）

C
（炭素）

O2

（酸素：空気）

副次生成物の再利用

20ft コンテナサイズ小型水素製造機の開発

< 1.7 mol

相手先廃熱の再利用も可能

H
2

熱処理炉等による
水素の熱利用

H2 generator

②自立燃焼加熱型ターコイズ水素製造装置



研究開発計画
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水素燃焼によるメタン加熱

メタン熱分解による高付加価値炭素の
製造技術開発

自立燃焼加熱型ターコイズ水素製造装
置（実証機）の設計・製作・性能評価

2023  2024   2025 2026  2027  2028

R5

(2023)

R6

(2024)

R7

(2025)

R8

(2026)

R9

(2027)

R10

(2028)

R11

(2029)

R12

(2030)

R13

(2031)

R14

(2032)

R15

(2033)

R16

(2034)

R17

(2035)

R18

(2036)

R19

(2037)

R20

(2038)

R21

(2039)

R22

(2040)

研究開発 実証試験（ベンチ機）

アライアンス構築・開発技術の普及促進のためのアウトリーチ活動（開発成果の情報発信・情報交換など）

実証試験（パイロット機） 商用化研究開発 商用機設計・製作・実装

水素・メタン分離器

ターコイズ水素製造装置

メタン
（またはプロパン）

水素（燃料）

水素（製品）空気

分離膜等

水素・メタン
混合ガス

H2 generator

短期・中期計画

長期計画

３．水素の製造装置
出願番号/出願日：特願2023-186131 / 2023年10月26日
発明者：梅田良人，山下博史，朝原誠



将来への発展性:ターコイズ水素の社会実装イメージ
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日本国内の工業炉市場規模：2,000億円／年程度（日本工業炉協会参照）

世界の熱処理市場規模：4.5兆円／年

東海地区の工業炉用バーナの潜在市場：30億円／年程度
（自動車用部品、窯業、鉄鋼、ガラス等の加工など）

都市ガス導管網

熱処理工場 H
2

主成分CH4

熱処理炉等による
水素の熱利用

H2

水素ステーション

電力

H2

 ターコイズ水素発電 各家庭へ

再生可能エネルギー由来発電

既存のインフラを利用

CH
4

炭素の材料利用

天然ガス火力発電

CO2排出

エネルギー供給源を分散化
レジリエンスの強化

工業炉用水素バーナーの開発による地場産業の活性化が期待

鉄鉱石 コークス

高炉 転炉 連続鋳造

CO2

Fe2O3+3CO

→2Fe+3CO2

製鉄プラント



将来への発展性: 水素の普及イメージ
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2030年

ブルー水素

2050年2020年

フェーズ１
水素利用の飛躍的拡大

フェーズ２
大規模な水素供給システムの確立

フェーズ３
CO2フリー水素供給
システムの確立

グリーン水素

水素の工業利用

2015年
（水素社会元年）

エネルギー転換期

2025年

ブルー水素 から グリーン水素 への変換 普及に大規模なコストを要する

理想的には、再生可能エネルギー由来であるグリーン水素の利用が望ましいが・・・

⇒ インフラ整備に時間と費用を要する

⇒ エネルギー需要を満たす水素供給は不可能



25

2030年

ブルー水素

2040年2020年

フェーズ１
水素利用の飛躍的拡大

フェーズ２
水素供給システムの確立

フェーズ３
CO2フリー水素供給
システムの確立

グリーン水素

水素の工業利用

2015年
（水素社会元年）

エネルギー転換期

2025年

水素エネルギー転換コストを低減できるため、
水素エネルギー社会への転換を加速するブルー水素 から ターコイズ水素 へ

そして グリーン水素 へ

ターコイズ水素

理想的には、再生可能エネルギー由来であるグリーン水素の利用が望ましいが・・・

⇒ インフラ整備に時間と費用を要する 導入コストが低いターコイズ水素を利用

⇒ エネルギー需要を満たす水素供給は不可能 グリーン水素 + ターコイズ水素

将来への発展性: 水素の普及イメージ



結果を得るまでに
時間がかかる

実空間（実験） 代替モデルから構築される仮想空間

物理モデルから
構築される仮想空間

• リアルタイムDX

• データ分析

• アクティブ制御

初期条件

流入条件

境界条件

質量保存

運動量保存

エネルギー保存

状態方程式

物理モデル
バーチャル

観測データx1

バーチャル
観測データ

x2

バーチャル
観測データx

：
：
：
：
：

主成分 z1

主成分 z2

：
：

主成分 z

主成分分析

回帰分析

代替モデル

強化学習(AI・代替モデル更新)

観測データを代替モデルに入力

制御シグナル

𝑼𝑀×N,𝐾

𝑓1
⋮
𝑓𝐾

=
𝐴1
′

⋮
𝐴′𝑀×𝑁

応答局面から
代替モデルを導

出

：：

数秒で結果を得
ることができる
（ほぼﾘｱﾙﾀｲﾑ）

限定された
計測データ
(e.g.温度)

ビッグデータ構築

強化学習(AI・代替モデル更新)

…

主成分
z1

主成分
z2

主成分
z3

物理に則した制御が可能。

e.g. 主成分z2を制御すると
乱流境界層が変化

M y A x= N

計測データ再構築データ

重要な
データ

M y A x=
K

データ圧縮圧縮センシング

  （スパース
  モデリング）

M y A x= N

計測
データ

再構築
データ

重要なデータ
（e.g.温度）

Society 5.0（第５期科学技術基本計画）で日本が目指す未来社会

サイバー空間（仮想空間）とフィジカル空間（現実空間）の高度融合による“超スマート社会”の構築

③水素製造装置のデータ同化強連成DX手法



③DX手法のコア技術： 水素噴流火炎の例

縮約モデル

条件設定

画像再構築ビッグデータ構築

データ科学による画像分析段階 画像生成段階

FFT-iFFT水素噴流火炎

準備段階

空
間

ストローハル数

特徴量１
（モード１）

特徴量２
（モード２）

特徴量３
（モード３）

特徴量４
（モード４）

オリジナ
ル

１～7モードで再構築

+

+

+

+･･･

෠𝑋 = 𝛷 መ𝛬𝛹

𝜆1

𝜆2

𝜆3

𝜆4

振幅の大きいモードの
重ね合わせで

流れ場を再構成する
簡略式

“水素噴流火炎”の動画を再構築

動画生成AIのように条件を入力するとその条件の水素噴流火炎の動画を生成

この技術で反応炉内の状態を仮想空間に再現
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結果を得るまでに
時間がかかる

実空間（実験） 代替モデルから構築される仮想空間

物理モデルから
構築される仮想空間

• リアルタイムDX

• データ分析

• アクティブ制御

初期条件

流入条件

境界条件

質量保存

運動量保存

エネルギー保存

状態方程式

物理モデル
バーチャル

観測データx1

バーチャル
観測データ

x2

バーチャル
観測データx

：
：
：
：
：

主成分 z1

主成分 z2

：
：

主成分 z

主成分分析

回帰分析

代替モデル

強化学習(AI・代替モデル更新)

観測データを代替モデルに入力

制御シグナル

𝑼𝑀×N,𝐾

𝑓1
⋮
𝑓𝐾

=
𝐴1
′

⋮
𝐴′𝑀×𝑁

応答局面から
代替モデルを導

出

：：

数秒で結果を得
ることができる
（ほぼﾘｱﾙﾀｲﾑ）

限定された
計測データ
(e.g.温度)

ビッグデータ構築

強化学習(AI・代替モデル更新)

…

主成分
z1

主成分
z2

主成分
z3

物理に則した制御が可能。

e.g. 主成分z2を制御すると
乱流境界層が変化

M y A x= N

計測データ再構築データ

重要な
データ

M y A x=
K

データ圧縮圧縮センシング

  （スパース
  モデリング）

M y A x= N

計測
データ

再構築
データ

重要なデータ
（e.g.温度）

物理空間と現実空間のデータ同化強連成DXによるデジタル運用ツールを開発

※ “水素製造”に限定されない 

③水素製造装置のデータ同化強連成DX手法



29

お問い合わせ先

岐阜大学 学術研究・産学官連携推進本部

産学官連携推進部門 知的財産担当

TEL 058-293-2034

FAX 058-293-2032

e-mail sangaku＠t.gifu-u.ac.jp
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